
＜中学校＞ 
 自律の精神を重んじ，自主的に考
え，判断し，誠実に実行してその結
果に責任をもつこと 
（小学校【A 正直，誠実】が含まれる） 

 道 徳 指 導 案 

日 時 平成２８年７月２５日（月）２校時 

児 童 ５年生 

授業者  

場 所  

 
 

１ 主題名   「本当の自由とは…」 【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】 
 

 

２ 資料名   「うばわれた自由」（『私たちの道徳 小学校５・６年』） 
 

 

３ 主題設定の理由 

（１）主題・資料 

   

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

内容項目【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】は，本校においては５年生で１回，６年生で１回の設

定となっている（低学年は６回，中学年は４回の設定）。６年間で１２回設定していることから，発達の

段階を考慮しながら計画的・発展的に指導をしていく必要がある（本時は１１回目にあたる）。 

  今回扱う資料は「うばわれた自由」（『私たちの道徳 ５・６年』）である。資料は大きく二つの場面で

構成されている。概要は以下のようになっている（「『私たちの道徳』活用のための指導資料（小学校）」

より引用）。 
 

①自分の思いのままに行動することが自由であると思っているジェラールに，森の番人ガリューがそ 

の考えの誤りを諭すが，ジェラールは全く聞き入れず，ガリューを牢に入れてしまうという場面 

②ジェラール自身が，国内の乱れが元で囚われの身となり，改めて本当の自由の大切さについて考え 

るという場面 
 

本資料は，ジェラールとガリューのやり取りから，二人の生き方を考えることを通して，自由の大切

さ，規律ある行動の意義等について考えることができる資料となっている。 
 

（２）児童観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 内容項目【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】の系統性 

 

 

 

 

 

小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編 高学年 【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】 

『自由を大切にし，自律的に判断し，責任のある行動をすること』 

 この段階においては，自主的に考え，行動しようとする傾向が強まる時期である。一方で，自由の

捉え違いをして相手や周りのことを考えず自分勝手な振る舞いをしてしまうことも見られる。また，

自律的で責任のある行動をすることの意味やよさが分かりにくい児童もいる。指導に当たっては，自

由と自分勝手との違いや，自由だからこそできることやそのよさを考えたりして，自由な考えや行動

のもつ意味やその大切さを実感できるようにすることが大切である。また，自由に伴う自己責任の大

きさについては，自分の意志で考え判断し行動しなければならない場面やその後の影響を考えること

などを通して，多面的・多角的に理解できるようにすることが重要である。そのことが，自らの自律

的で責任のある行動についてのよさの理解を一層深めることにつながる。 

 

＜高学年＞ 

 自由を大切にし，自律的に判断

し，責任のある行動をすること 

＜中学年＞ 

 正しいと思ったこ

とは，自信をもって

行うこと 

＜低学年＞ 

 よいことと悪いこと

の区別をし，よいと思う

ことを進んで行うこと 



５ 高学年【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】のキーワード 

   ※小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編をもとに，内容項目内のキーワードを整理したもの 
 

☆自 由：自主的に考え，行動しようとすること，または行動すること。自らの意思によって行動し 
ああああああながらも，そこには内から自覚された責任感の支えによって，自ら信じることに従って， 
ああああああ自律的に判断し，実行するという自律性が伴っていなければならないもの。 
 ☆自主的：他者に依存することなく，他者に責任転嫁することもなく，自らの考えと責任において行 
ああああああ動すること（「生徒指導提要」より）。 
☆自律的：自分の欲求や衝動をそのまま表出したり行動に移したりするのではなく，必要に応じて抑 
     えたり，計画的に行動することを促したりする資質（「生徒指導提要」より）。 
☆責 任：自分が引き受けて行わなければならない義務。自分が関わった事柄や行為から生じる，生 
     じた結果に対して負う義務。「人に対する責任」と「自分自身に対する責任」の大きく二つ 
     の側面がある。 

 

６ 第５学年における評価の視点（見取りの場，見取りの蓄積） 

※道徳教育との関連～道徳教育全体計画別葉：道徳的学び「善悪の判断，自律，自由と責任」に関わって～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※律進：学年スローガン「りっしん」と関連させたもの。自由が，他者はもちろんのこと，自分にとって

価値あるものであること，他者や自分自身に対する責任が生じることを理解し，自律的に自由を

大切にしていこうとする態度を育てたい。 
 

児童の道徳性の評価方法 

  ①「５ 高学年【Ａ 善悪の判断，自律，自由と責任】のキーワード」をもとに，各教科，特別活動等 

での具体的な姿を見取り，価値付けしていくとともに，記録化していく。「善悪の判断，自律，自由 

と責任」と関連する内容項目「正直，誠実」「節度，節制」「規則の尊重」「公正，公平，社会正義」 

の視点も含めた総合的な評価をしていく。 

  ②個人目標（９月までという設定で，学校目標に準拠する形で設定しているもの）の自己評価や，特 

別活動における目標と自己評価から成長や課題を見取り，価値付けしたり，励ましたりしていく。 

  ③道徳科の授業における表現（表情，発言，記述等）や『私たちの道徳』の取組等と，上記２点を関

連させながら，個に応じた成長の見取りを行う。内面と実践の相互の見取りを通して，個人内評価

を行っていく。   

授業評価方法 

  ①道徳科教科論６ページ目「 ４ 評価について」 及び 本時案（授業評価の視点）参照 
 
７ 本時について 
（１）本時のねらい 

ガリューとジェラール，二人の行為ややり取りから，奪われた自由は同じ自由なのか，自由に必要な 
ものとは何なのか，本当の自由とはどういったものなのか等について考え交流することを通して，自由 
を支える価値，自由と責任の関係，自律的であることの大切さ，難しさ等について，自分なりの考えを 
持つことで，自由を大切にし，自律的に判断し，責任のある行動をしようとする態度を育てる。 

 
＜６月 家庭科＞ 

「上手に使おう物やお金」 

 

＜５月 保健科＞ 

「けがの予防」 

＜６月 特別活動＞ 

遠足・集団宿泊的行事 

「厚岸みどりの学校」 

＜７月 特別活動＞ 

学級活動 

「夏休みの過ごし方」 

＜通年 特別活動＞ 

児童会活動   学級活動 

「児童委員会」 「学級会」 

＜１月 社会科＞ 

「くらしを支える情報」 

＜１０月 体育科＞ 

「器械運動」 

＜９月 国語科＞ 

「意見こうかん会をしよう」 ＜１０月 特別活動＞ 

学級活動 

「学校生活を見直そう」 

＜７月 本時＞ 

主題名：本当の自由とは… 

資料名：「うばわれた自由」 
・自由を大切にし，自律的に判断し，責任
のある行動をしようとする態度を育てる。 

＜関連する内容項目＞ 

正直，誠実 

節度，節制 

規則の尊重 

公正，公平，社会正義 

＜１２月 特別活動＞ 

学級活動 

「冬休みの過ごし方」 



（２）研究とのかかわり（手立ての具体と意図） 

導入における「空所」「ずれ」「テーマ」等の提示 ～Ⅰ 状況的興味の喚起・維持を促すために 

★テーマの提示：「みなさんが大人になる頃，自由が全くない社会になっていたらどうしますか？」 

★資料提示前：資料の題名のみ提示し「自由を奪われたことはありますか？」 

       ：「資料の中で自由が奪われている人がいます。探しながら聞いてください。」 
   導入時，未来を想像させることで，それぞれが考える「自由」という価値に対する捉えを確認するとと

もに，Ⅲの手立てと関連させることで，授業を通して変容した自分の姿に気付けるようにもしていきたい。 
その後，資料の題名「うばわれた自由」のみを提示し，自由を奪われたことがあるか否かを問う。自

分なりの「自由」という捉えを，「奪われた」というフレーズを付加することで，より自分事として捉
えられるようにし，主題への問題意識の芽生えをねらうとともに，資料の中に，自由が奪われた人物が
いることを伝えることで資料への興味関心を高めていく。 

 

立場や立ち位置を明確にする指導過程 ～Ⅰ－（１） 内的活動の高まりを促すために 

☆３人交流，全体交流，問い返し：「自由を奪われたのは誰ですか？」 

                 「奪われた自由は全く同じものですか？」「違いは何ですか？」 

                「奪われる前の自由は，本当の自由ですか？」など 
     自由という概念について話し合うことになるため，段階を追って全体で論点を整理していく必要が 

ある。そこで，資料の状況把握を促す目的も含め，自由が奪われたのは誰かを問い，３人交流や全体 
交流を行っていく。資料の状況から判断できる材料を整理していく中で，二人（もしくはジェラール） 
には自由があったのか，同じ自由なのか，本当の自由なのか，といった視点で問い返しを行うことで， 
本時のテーマに対する問題意識を高めていき，「姿①主題にかかわる問題意識を持つ子供」を目指す 
とともに，中心発問場面へと児童の思考を焦点化していく。 

 

中心発問の吟味 ～Ⅱ 個人的興味の出現を促すために 

★中心発問：「本当の自由を知っているのはガリューとジェラールのどちらだと思いますか？」 

★補助発問：「ジェラールは，いつ本当の自由を知ったのですか？」など 
    子供たちがねらいとする道徳的価値についての考えを深めたり，物事を多面的・多角的に考えたりする

ことができるよう，ねらいに迫る中心発問と，それを補助する発問を吟味する。 
Ⅰ－（１）での交流から，板書等を活用しながら，中心発問場面へと焦点化していく。中心発問では， 

ガリューとジェラール（人物の行為及び二人のやりとりなど）を改めて俯瞰して見つめることへとつなげ， 
本時のねらいである「自由を支える価値」「自由と責任の関係」「自律的であることの大切さ，難しさ」 
等について気付いていけるようにする。 
 また，状況に応じて補助発問を行い，ジェラールが本当の自由を知った経緯を確認することで，自由を 
捉え違えていたジェラールと，本当の自由に気付いたジェラールを対比的に捉え，自由を支える価値等に 
目を向けるようにしていく。 

 
 
 

立場や立ち位置を明確にする指導過程 ～Ⅱ－（１） 内的活動の高まりを促すために 

☆３人交流：㋑自分の現状への気付き，㋒新たな視点の獲得 
      状況に応じて，３人での交流の場を設定する。これは，自分の現段階での考えを整理することや 

新たな視点を得ることを目的とした場合に講じることとする。 

   ☆書く活動：自分の考えを整理する手段としての活用 
状況に応じて，書く活動を設定する。その際，上記３人交流との関連を図りながら，自分の考え 

整理したり，新たな視点の獲得を自覚したりすることができるようにする。 

   ☆問い返し：個の発言を全体に意識的に還元する目的，根拠の部分を深める目的，具体例を用いさせることで自己理解 

を深める目的，限定することで思考を広げる目的など 

            例「本当の自由に必要なものとは何？」「偽物の自由もあるのか？」「本当の自由を見たことがあるか」 
       状況に応じて（客観的・分析的な交流に終始している場合），問い返しを行う。その際，資料場面 

から現実世界へと立ち位置を変化させていくことを大きなねらいとしていく。自由を支える価値や， 
偽物の自由について考えることを通して，導入時に考えていたものや，これまでの生活で感じたり， 
考えたりしていたことと比較できるようにすることで，「姿②道徳的価値についての考えを深めたり， 
物事を多面的・多角的に考えたりする子供」を目指していく。 

 

 価値の一般化を促す発問の工夫 ～Ⅲ 発達した個人的興味の出現を促すために 

★基本発問：「みなさんが大切にしていきたい自由とはどのようなものですか？」 
       Ⅱ－（１）を通して考えが深まった「自由」を俯瞰して捉えなおす目的と，これからの自己の生き方 

について考えることを目的とした発問を行う。また，導入時に提示したテーマと関連させながら，どの 

ような自由がある社会を望むのかについても考えられるようにもしていく。資料を通して考えた「自由」 
の中で，自分にとって価値ある自由について考えることで，「姿③自己の生き方や人間としての生き方 

についての考えを深めていく子供」を目指していく。 
 

道徳的実践意欲を喚起する終末の工夫 ～Ⅲ－（２） 内的活動の高まりを促すために 

   ☆資料提示：年度初めにとったアンケート結果の中から「自由」に関する結果を提示する。 
     年度初めに実施したアンケート結果から，「自由」に関する回答を提示し，本授業で考えた大切にし 
    ていきたい自由との相違点や共通点を問うことで，授業を通して「自由」に対する考えが深化したこ 

とを実感できるようにしたい。 



（３）本時の展開 

○児童の主な学習活動 □教師の働きかけ・留意点  肯自己肯定感 個に応じた指導 

○大人になる頃，自由が全くない社会になっていたら
…という設定で，本時のテーマについて考える。 

・何にも楽しいことがない！？いやだな… 
・ルールに縛られて息苦しい！？でも… 
・ある意味平和な社会かも？だから… 

 
 
 
 

○資料の題名を聞き，自由が奪われた経験，自由が奪
われるということの意味等について考える。 
・ゲームをしていて，「勉強しなさい」と… 
・中休みに，急に委員会の仕事が入って… 
 

○資料の中に自由が奪われた人がいることを知り，そ
の人物が誰かを探しながら読み聞かせを聞く。 
 
 

○資料の中で自由を奪われた人物について考える。 
・ガリューは牢に入れられたから，自由を奪われた。 
・ジェラールも最終的に牢に入れられたから… 
 

○ガリューとジェラールが奪われた自由が全く同じ 
ものなのか，奪われる前の自由は本当の自由なのか 
等について交流する。 
・ガリューは自分のやるべきことをしっかり行っている 
から，奪われた自由は本当の自由だと思う。 

・ジェラールの自由は，自分勝手な自由だから，本当の 
自由ではない。だから，２人の自由は同じではない。 

 ・どちらかが本当の自由？本当の自由というのは… 
 
 

○本当の自由を知っているのはガリューとジェラー 
ルのどちらなのかを考える。 

【ガリューである】         
・やるべきことをしっかり行っているから。 
⇒「やるべきこと」を行うか否かが本当の自由には必要 

・自分だけに都合のいいように行うことは自由でな 
いと言っているから 

 ⇒「わがまま勝手」は本当の自由とは違う 
【ジェラールではない】 

 ・自分勝手な言動でガリューを牢に入れたから… 
⇒「自分勝手」は本当の自由ではない 

・牢の中でわがままな心を正すことが…と言っているから… 
⇒「わがままな心を正す」ことが，本当に自由！？ 

【本当の自由とは…】 

 ・自分勝手ではない   ・わがままではない 
 ・人の迷惑にならない  ・ルールの上で成り立つ 
  ⇒本当の自由とは，誰のためにあるのか？ 
・責任が伴う      ・自分で考えて行動する 

 ・周りの人にとっても，自分にとっても意味がある 
 ・自分をだめにしない行動  
 

 
○今後大切にしていきたい自由について考える。 
・自分勝手な自由ではなく，しっかりとルールを守 
りながらの自由を大切にしたい。 

・周りの人のことを考えた自由を大切にしたい。周 
りの人の迷惑になる自由は本当の自由ではない。 

 ・自分にとって意味のある自由を大切にしたい。周 
りの人のことを考えるのは当然だけど，自分の成 
長につながらない自由は意味がないと思う。 

 

○年度初めに回答した「自由」に関するアンケート結 
 果を改めて見つめ，今回考えた「自由」との相違点 
や共通点を考える。 
 

○授業後，自己評価アンケートに記入する。 

□将来，自由のない社会になったらどうするか 
を問い，率直な意見を聞くことで，それぞれ 
が考える「自由」を規定する価値（例えばル 
ールなど）を簡単に整理する。      Ⅰ 

 
 

 
□資料名を伝え，自由が奪われた経験があるか
否かや，自由は奪ったり奪われたりするもの
なのか等について問う。              Ⅰ 

 
 
□資料の中で，自由が奪われている人がいるこ
とを伝え，資料を読む。           Ⅰ 

 
 
□資料の中で自由が奪われた人は誰かを問い，
その根拠について全体交流していく。また，
状況に応じて３人交流を行うよう指示する。           

Ⅰ－（１） 
□資料の状況把握を交流の中で随時行い，特に
ジェラールの状況の変化，心情の変化を確認
することができるようにする。 

 
□児童の交流の中から，自由を支える価値等に
視点を当てていくため，必要に応じて問い返
しを行い，本当の自由とは何なのかといった
思考へと焦点化していく。        Ⅰ－（１） 

 
 
□中心発問（必要に応じて補助発問）を行う。  Ⅱ 
□考える時間が必要かを問う。考える手段とし
て３人交流や書く活動を提示し，子供たちと
確認した上で設定する。          Ⅱ－（１） 

□二人（もしくはどちらか一方）が知っている
本当の自由とはどのようなものなのか等につ
いて問い返しを通して深めていく。また，そ
れぞれの考えに対する立場（共感・批判的な
考え，疑問等）を明確にしながら，ねらいと
する価値に対する考えを深めたり，多面的・
多角的に自由という価値について考えたりす
ることができるようにしていく。  Ⅱ－（１） 

□板書等を活用しながら，本当の自由と偽物の
自由を整理したり，具体例を問うことで自分
のこれまでの経験を想起するよう促したりす
ることを通して，手立てⅢへとつなげていく。
また，他者への配慮（迷惑をかけない等）の
みに思考が偏った場合，自由は他者のために
あるのかを問い，「自分にとって」という視
点にも触れられるようにしていく。Ⅱ－（１） 

 
 
 
□導入時に問うたフレーズと関連させながら，
今後自分が大切にしたい自由について理由を
含め記述するよう伝える。       Ⅲ 

□状況に応じて，記述した内容の発言を促した
り，教師が紹介したりする。 

 
 
 
□アンケート結果を紹介し，今回考えた「自由」
との相違点や共通点を問う。     Ⅲ－（２） 

肯授業を通して，自分の答え（道徳の授業では，自分の答え
（悩んでいる…も含む）を見つけることが大切と伝えてい
る）を見つけたり，アンケート回答との比較から考えが深
化したことに気付いたりしている姿を称賛する。 

（△発展的▲補充的） 
 
▲想像できない児童に対
し，出てきた考えの中
で納得できるものを選
択するよう伝える。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
▲資料の状況把握に時間
がかかる児童に対し，
全体交流の中で，随時
資料の状況を確認する
場を設定したり，板書
で整理したりする。 

 
△ジェラールが後に気付
いた本当の自由とは一
体何なのかに着目して
いる児童に対し，自由
に対する認識の中で，
特に何が変化したのか
を考えるよう伝える。 

 
 
 
▲自分の考えが整理でき
ない児童に対し，出てき
た考えの中から自分の
考えに近いものを選択
するよう促す。 

 
 
△友達の考えに対し，疑問
や根拠をもって批判的
立場に立つ児童を意図
的に指名し，教師の問い
返しと同じ効果を授業
の中で期待する。 

 
 
 
 

目指す姿①：資 料 へ の 興 味 ･ 関 心 を 持 つ 子 供 

目指す姿③：自己の生き方や人間としての生き方についての考えを深めていく子供 

目指す姿①：主 題 に か か わ る 問 題 意 識 を 持 つ 子 供 

目指す姿②：道徳的価値についての考えを深めたり，物事を多面的・多角的に考えたりする子供  

授業評価の視点 

①及び②の姿が見ら

れたかどうか(発言，

記述，観察等)をもと

に，中心発問を含む

指導過程の在り方が

どうであったかを評

価する。また，児童

の自己評価アンケー

ト結果も加味する。 


